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【研究内容の概要】

一回の実験データだけを用いて、時間応答を最適化する制御設計に成功しました。

PC内で模擬実験を繰り返して制御器を最適化する V-Tiger の新開発

制御、オートチューニング、整定時間、オーバーシュート、最適化キーワード
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特
徴
／
効
果

・ 実験しなくてもPC内で制御系の時間応答を計算できる
・ PC内の模擬実験では整定時間やオーバーシュートがわかる
・ AIのようにPC内で模擬実験を大量に繰り返して高性能な制御器を見つけ出せる
・ PID制御器で、整定時間の短縮、オーバーシュート削減、外乱応答の削減が可能

利
用
／
用
途

・ 自動車、ロボット、家電、医療機器、温調機器などの制御性能の向上
・ 自動車、ロボット、家電、医療機器、温調機器などの制御設計の自動化
・ オートチューニングコントローラ

V-Tiger

AIはコンピュータ内で模擬対戦を繰
り返して少しずつ強くなります。

強くなったAIは、ついに人間のプロを超
えました。

ロボットがなめらかに動くためには何度も
何度も実験して調整しなければなりません。
これは大変な作業です。

この大変な実験をコンピュータ
内で自動的に何度でも行えるよ
うにしたのが V-Tigerです。

一回だけ実験して、その結果を
V-Tigerに用いればロボットが
なめらかに動くようになるので
す。
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